
■事業の目的

■計画の概要

路 線 名 主要地方道　松江鹿島美保関線 工　　期 令和4年度～令和10年代前半（予定）

所 在 地 松江市美保関町七類 道路規格 第３種第４級

事業延長 L=710m 設計速度 ４０km／h

総事業費 約１０億円 道路幅員 車道５．５ｍ（路肩０．７５ｍ×２）

2.750.75 0.75

7.00

2.75

（主）松江鹿島美保関線 七類工区

松江市美保関町七類の連担地区間を通過する（主）松江鹿島美保関線は、現道の車道幅員

が最も狭い箇所では３．５ｍしかなく、車同士のすれ違いも困難な状況であり、円滑かつ安

全な通行が著しく損なわれている状況にあります。

このことから、全体延長７１０ｍのバイパス方式の改築工事により、安全かつ円滑な交通

確保と沿線住民の安全安心な生活環境の確保を図ります。

また、令和５年度には（主）松江鹿島美保関線 片江２工区及び惣津工区が完成しており、

これに加えて終点に当たる七類工区を整備することで、半島地域での往来や利便性が向上し、

地域のさらなる活性化に寄与することが期待されます。
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